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い す み 議 会 だ よ り 第 34 号

　
平
成
26
年
第
１
回
定
例
議
会
が
２
月
25
日
か
ら
３

月
14
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
議
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
23

議
案
及
び
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
２
名
の
推
薦
が
審

議
さ
れ
、
採
決
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
 
第
１
回
定
例
会

議案第１号

議案番号
採決
結果

件　　　　　名

可決

議
会
議
会
だ
よ
り
第
34
号

議
会
だ
よ
り
第
34
号

いすみ市指定介護予防支援等の事業の人
員及び運営並びに指定介護予防支援等に
係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準等を定める条例の制定に
ついて

議案第２号 可決
いすみ市地域包括支援センター条例の制
定について

議案第３号 可決
いすみ市防災会議条例の一部を改正する
条例の制定について

議案第５号 可決
いすみ市一般職の職員の給与等に関する
条例の一部を改正する条例の制定につい
て

いすみ市社会教育委員の定数等に関する
条例の一部を改正する条例の制定につい
て

議案第６号 可決
いすみ市使用料条例の一部を改正する条
例の制定について

議案第７号 可決
いすみ市財政調整基金条例の一部を改正
する条例の制定について

議案第８号 可決

議案第９号 可決
重要な公の施設の長期かつ独占的な利用
について

議案第10号 可決いすみ市道路線の認定について

議案第11号 可決いすみ市道路線の廃止について

議案第12号 可決いすみ市道路線の変更について

議案第４号 可決
いすみ市特別職の職員で非常勤のものの
報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

議案第13号

議案番号
採決
結果

件　　　　　名

可決
平成25年度いすみ市一般会計補正予算
（第６号）

議案第14号 可決
平成25年度いすみ市国民健康保険特別
会計補正予算（第２号）

議案第15号 可決
平成25年度いすみ市介護保険特別会計
補正予算（第４号）

議案第16号 可決
平成25年度いすみ市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第２号）

議案第17号 撤回
平成25年度いすみ市水道事業会計補正
予算（第３号）

議案第19号 可決
平成26年度いすみ市国民健康保険特別
会計予算

議案第20号 可決
平成26年度いすみ市介護保険特別会計
予算

議案第21号 可決
平成26年度いすみ市後期高齢者医療特
別会計予算

議案第24号 可決
平成25年度いすみ市水道事業会計補正
予算（第４号）

諮問第１号 同意
人権擁護委員候補者の推薦について
（黒川　薫氏）

諮問第２号 同意
人権擁護委員候補者の推薦について
（児安敬子氏）

議案第18号 可決平成26年度いすみ市一般会計予算

議案第22号 可決平成26年度いすみ市水道事業会計予算

議案第23号 可決工事請負変更契約について

報告第１号 報告専決処分の報告について

平成26年第１回定例議会議決結果

平
成
26
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
予
算

一
般
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　
１
７
０
億
６
９
０
０
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
６
０
億
２
３
３
９
万
９
千
円

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
４
１
億
２
７
６
５
万
８
千
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
億
５
２
２
６
万
７
千
円

水
道
事
業
会
計
予
算
支
出
総
額

　
　
　
　
　
　
　
　
２
１
億
８
０
９
６
万
７
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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子
育
て
支
援

Q&AQ&AQ&A 一般質問

第１回定例議会の一般質問は、２月27日に７名の議員から市政に関する諸問題についての質問が

あり、活発な議論が展開されました。ここでは、紙面の関係で主な質問及び答弁の一部を掲載します。

なお、一般質問及び議案の審議状況等、会議録をご覧になりたい方は、いすみ市のホームページ

又は夷隅文化会館、大原文化センター及び岬公民館の各図書室で閲覧することができます。

（第１回定例議会の会議録は６月上旬に公開を予定しています。）

岩井豊重議員
 自然エネルギーの利活用／平成26年度予算／より市民の健康を守るために


 消防団支援法の成立による防火体制の強化充実／市営住宅の今後の在り方／津波
高森和久議員
 避難誘導表示の規格の統一化及び誘導表示の整備充実／防災計画及び防災訓練の

 充実／橋梁長寿命化修繕計画

久我　司議員
 雇用対策／いすみ市地域振興対策プロジェクト

山口朋子議員
 子育て支援／学校給食／検診事業

荒井　正議員
 福祉の充実／暮らしやすいまちづくりの充実／国保税特別徴収

横山正樹議員
 地域行政／学校給食／児童の英語教育

田井秀明議員
 随意契約のあり方／Ｃ型肝炎の健診

高
森
　
和
久
　
議
員

雇
用
対
策

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
活
用岩

井
豊
重
議
員

久
我
　
司
議
員

山
口
朋
子
議
員

消
防
団
支
援
法
の
成

立
に
よ
る
防
火
体
制

の
強
化
充
実

高
森
和
久
議
員

議案番号
採決
結果

件　　　　　名

議案第３号 可決
いすみ市行政財産使用料条例の一部を改
正する条例の制定について

議案第４号 可決
いすみ市都市公園条例の一部を改正する
条例の制定について

議案第５号 可決
いすみ市道路占用料徴収条例の一部を改
正する条例の制定について

いすみ市教育委員会委員の任命について
（鈴木　智氏）

議案第６号 可決
いすみ市水道事業給水条例の一部を改正
する条例の制定について

議案第７号 可決
平成25年度いすみ市一般会計補正予算
（第５号）

議案第２号 可決
いすみ市教育委員会教育長の給与、勤務
時間その他の勤務条件に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

いすみ市選挙管理委員の選挙
（大曽根嘉信氏）　（安藤紀夫氏）
（小林　晃氏）　　（丸　津音夫氏）

議案第１号 可決
いすみ市特別職の職員の給与及び旅費に
関する条例の一部を改正する条例の制定
について

議案番号
採決
結果

件　　　　　名

議案第８号 同意

議案第９号 同意
いすみ市教育委員会委員の任命について
（太田防夫氏）

議案第10号 同意
いすみ市監査委員の選任について
（元吉善万氏）

選挙第１号
指名
推選

夷隅環境衛生組合議会議員の選挙
（君塚泰三氏）

選挙第２号
指名
推選

いすみ市選挙管理委員補充員の選挙
（渡邉一司氏）　（菰田直也氏）
（中村敏一氏）　（浅野一夫氏）

選挙第３号
指名
推選

平成26年第１回臨時議会議決結果

議案番号
採決
結果

件　　　　　名 議案番号
採決
結果

件　　　　　名

平成26年第２回臨時議会議決結果

報告第１号 報告専決処分の報告について

報告第１号 報告夷隅環境衛生組合議会議員の就任

議案第１号 可決平成26年度いすみ市一般会計補正予算（第１号）

発議第１号 許可議長の辞職の許可について

選挙第１号 選挙議長の選挙

　平成26年第１回臨時議会が１月16日に開催され、10議案について審議し、採決の結果いずれ
も原案のとおり可決、同意されました。このほか、選挙管理委員等の選挙が行われました。
　平成26年第２回臨時議会が４月４日に開催され、１議案について審議し、採決の結果、原案の
とおり可決されました。
　また、議長の辞職に伴い議長選挙が行われ、議長に荒井正氏を選出しました。
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子
育
て
支
援

子
育
て
支
援

子
育
て
支
援

Q&AQ&A

岩
井
議
員
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
設
置
な
ど
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

副
市
長
　
市
で
は
、
環
境
に
や
さ

し
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
特
に
民
間
活

力
を
活
用
し
た
太
陽
光
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
発
電
事
業
や
個
人

住
宅
用
太
陽
光
発
電
に
対
す
る

支
援
の
ほ
か
環
境
と
経
済
の
両

立
を
図
る
た
め
の
環
境
保
全
型

農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

今
後
は
、
さ
ら
に
環
境
対
策

を
進
め
て
い
く
た
め
、
ま
ず
、

庁
舎
内
で
各
課
の
連
携
に
よ
る

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
会
議

を
立
ち
上
げ
、
い
す
み
市
に
ふ

さ
わ
し
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
活
用
の
在
り
方
を
平
成
26
年

度
か
ら
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
必
要
に
応
じ
て
環
境

の
専
門
家
を
招
い
て
の
講
習
会

な
ど
を
開
催
し
、
よ
り
深
い
理

解
の
も
と
、
可
能
な
限
り
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

高
森
議
員
　
法
に
は
消
防
団
の
処

遇
や
装
備
の
改
善
が
規
定
さ
れ

て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
改
善
を
図
る
の
か
。

副
市
長
　
消
防
団
を
中
核
と
し
た

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関

す
る
法
律
の
主
な
内
容
は
、
地

域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す

る
事
項
や
消
防
団
の
強
化
、
消

防
団
へ
の
加
入
促
進
、
消
防
団

員
の
処
遇
改
善
と
し
て
、
消
防

団
活
動
に
応
じ
た
適
正
な
報
酬

及
び
出
動
手
当
の
支
給
、
消
防

団
の
装
備
改
善
に
つ
い
て
、
装

備
の
充
実
を
進
め
る
と
と
も
に

車
両
や
活
動
拠
点
施
設
等
の
整

備
を
進
め
る
こ
と
、
装
備
の
充

実
に
対
す
る
市
町
村
に
お
け
る

財
政
上
の
支
援
に
努
め
る
こ
と

な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
装
備
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
各
部
に
Ｃ
Ｄ
Ⅰ
型
の
消

防
ポ
ン
プ
車
１
台
を
配
備
し
、

火
災
防
御
等
に
不
可
欠
な
資
機

材
を
貸
与
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
法
の
趣
旨
を
十
分
に
理
解
し
、

消
防
団
員
へ
の
処
遇
改
善
や
消

防
団
活
動
に
必
要
な
資
機
材
装

備
の
さ
ら
な
る
充
実
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

久
我
議
員
　
野
菜
・
植
物
工
場
や

魚
工
場
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
な
ど
の
研
究
機
関
を
誘
致
し
、

先
々
は
大
学
の
誘
致
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

市
長
　
市
で
は
、
平
成
24
年
度
に

自
然
と
共
生
す
る
里
づ
く
り
連

絡
協
議
会
を
設
立
し
、
人
も
コ

ウ
ノ
ト
リ
も
暮
ら
せ
る
生
物
多

様
性
に
富
ん
だ
地
域
を
目
指
し

官
民
共
同
で
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

自
然
と
共
生
す
る
里
づ
く
り

事
業
の
目
的
は
、
環
境
と
経
済

の
両
立
で
あ
り
、
平
成
26
年
度

で
生
物
多
様
性
戦
略
プ
ラ
ン
を

策
定
し
、
有
機
稲
作
を
核
と
し

た
減
農
薬
栽
培
も
含
め
た
栽
培

技
術
の
確
立
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

そ
の
後
必
要
と
な
る
の
は
、

里
山
、
里
海
の
自
然
環
境
の
再

生
・
保
全
と
一
次
産
業
の
底
上

げ
を
目
標
と
し
た
長
期
計
画
の

策
定
で
あ
り
、
事
業
を
進
め
て

い
く
上
で
大
切
な
こ
と
は
、
有

機
栽
培
に
よ
る
稲
作
技
術
の
確
立
、

技
術
確
立
後
は
普
及
に
努
め
、

水
田
、
河
川
、
海
の
自
然
環
境

を
さ
ら
に
豊
か
に
し
、
新
た
な

観
光
事
業
の
創
出
、
特
産
品
の

開
発
や
自
然
環
境
に
根
差
し
た

企
業
誘
致
の
可
能
性
に
つ
い
て

も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

山
口
議
員
　
第
３
子
以
降
の
保
育

料
を
無
償
化
す
る
考
え
は
な
い
か
。

福
祉
課
長
　
政
府
は
、幼
稚
園
と
保

育
所
の
負
担
の
平
準
化
や
未
就

学
児
へ
の
対
応
の
観
点
を
踏
ま
え
、

平
成
26
年
度
か
ら
低
所
得
世
帯
・

多
子
世
帯
の
負
担
軽
減
な
ど
無

償
化
へ
向
け
て
、
段
階
的
に
取

り
組
む
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
市
の
保
育
料
は
、
同

じ
世
帯
か
ら
２
人
以
上
の
児
童

が
保
育
所
等
に
入
所
し
て
い
る

場
合
は
、
２
人
目
は
半
額
、
３

人
目
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
同
時
に
３
人
の
児
童

が
入
所
と
い
う
ケ
ー
ス
は
稀
で

あ
り
、
ほ
か
に
18
歳
以
下
の
児

童
を
第
１
子
と
カ
ウ
ン
ト
し
て

第
３
子
の
児
童
が
入
所
し
て
い

る
場
合
、
一
定
の
要
件
を
満
た

せ
ば
保
育
料
が
半
額
と
な
る
制

度
も
あ
り
ま
す
。

国
の
無
償
化
へ
の
動
き
や
子

育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
、
18

歳
以
下
の
児
童
を
第
１
子
と
カ

ウ
ン
ト
し
て
第
３
子
以
降
の
保

育
料
無
料
化
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活

用
会
議
を
立
ち
上
げ
研
究

す
る

答

高
森
　
和
久
　
議
員

高
森
　
和
久
　
議
員

　
第
３
子
以
降
の
保
育

料
無
料
化
を
実
施
す
る

答

雇
用
対
策

雇
用
対
策

自
然
エ
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

ネ
ル
ギ
ー
の

利
活
用

利
活
用

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
活
用岩

井
豊
重
議
員

岩
井
豊
重
議
員

岩
井
豊
重
議
員

　
企
業
誘
致
の
可
能
性
に

つ
い
て
努
力
す
る

答 雇
用
対
策

久
我
　
司
議
員

久
我
　
司
議
員

久
我
　
司
議
員

山
口
朋
子
議
員

山
口
朋
子
議
員

山
口
朋
子
議
員

　
必
要
な
資
機
材
装
備
の

さ
ら
な
る
充
実
を
検
討
す

る 答 消
防
団
防
団
支
援
支
援
法
の
法
の
成

立
に
よ

立
に
よ
る
防
火
体
制

る
防
火
体
制

の
強
化
充
実

の
強
化
充
実

消
防
団
支
援
法
の
成

立
に
よ
る
防
火
体
制

の
強
化
充
実

高
森
和
久
議
員

高
森
和
久
議
員

高
森
和
久
議
員
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福
祉
の
充
実

福
祉
の
充
実

福
祉
の
充
実

荒
井
議
員
　
介
護
老
人
保
健
施
設

の
入
所
利
用
条
件
に
つ
い
て
、

利
用
者
に
納
得
の
い
く
入
所
の

基
準
や
退
所
の
手
続
き
を
定
め

て
は
ど
う
か
。

健
康
高
齢
者
支
援
課
長
　
介
護
老

人
保
健
施
設
へ
の
入
所
基
準
は
、

介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、

施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に

関
す
る
基
準
に
お
い
て
定
め
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
入
所
に

際
し
て
申
込
者
の
病
状
等
を
勘

案
し
他
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
適
切
な

措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
待
機
者
の
増
が

憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
介
護

及
び
機
能
訓
練
の
必
要
性
を
勘

案
し
て
、
介
護
保
健
施
設
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
必
要
性
が
高
い

と
認
め
ら
れ
る
方
を
優
先
的
に

入
所
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
よ
う

に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
サ

ー
ビ
ス
利
用
に
係
る
苦
情
や
相

談
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
に
は
速

や
か
に
県
へ
報
告
す
る
と
と
も

に
県
の
指
導
に
基
づ
い
た
助
言

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

市
と
し
ま
し
て
、
今
後
も
利

用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が

行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
市
民
の

方
々
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
で
き
る
よ
う
に
施
設
及

び
関
係
機
関
と
密
接
な
連
携
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

横
山
議
員
　
高
齢
者
や
一
人
暮
ら

し
の
世
帯
の
地
区
組
織
か
ら
の

退
出
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
行

政
協
力
員
と
の
間
で
対
策
が
話

し
合
わ
れ
て
い
る
か
。

市
長
　
行
政
区
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
、

地
域
ご
と
の
慣
習
や
自
主
性
を

尊
重
し
、
行
政
側
か
ら
強
制
す

る
こ
と
な
く
、
住
民
が
相
互
に

協
力
し
合
い
、
区
民
の
総
意
を

も
っ
て
多
様
な
活
動
を
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
高
齢

者
世
帯
や
一
人
暮
ら
し
の
世
帯

で
は
、
体
力
的
に
も
経
済
的
に

も
負
担
が
厳
し
い
こ
と
か
ら
、

地
域
の
付
き
合
い
が
出
来
な
く

な
り
、
や
む
な
く
地
区
組
織
を

脱
退
す
る
と
い
う
話
を
聞
い
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
。

行
政
区
の
役
員
と
の
連
絡
調

整
会
議
な
ど
の
場
に
お
い
て
、

こ
う
し
た
事
態
に
つ
い
て
議
題

に
挙
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
の
状
況
を
見
過

ご
し
ま
す
と
、
や
が
て
住
民
相

互
の
連
携
が
希
薄
と
な
り
、
安

否
確
認
や
地
区
組
織
の
存
在
自

体
に
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
も
十

分
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
行
政
区

は
あ
く
ま
で
も
住
民
に
よ
る
自

主
運
営
が
基
本
で
す
の
で
、
非

常
に
難
し
い
問
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

田
井
議
員
　
財
務
規
則
に
よ
っ
て

随
意
契
約
の
基
準
が
定
め
ら
れ

て
い
る
が
、
相
見
積
り
は
適
正

に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
。

財
政
課
長
　
随
意
契
約
は
地
方
自

治
法
施
行
令
に
規
定
さ
れ
て
い

る
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
て
い
る
、

競
争
入
札
を
原
則
と
す
る
地
方

公
共
団
体
の
契
約
の
例
外
的
な

方
法
で
あ
り
、
市
に
お
い
て
も
、

い
す
み
市
財
務
規
則
及
び
い
す

み
市
随
意
契
約
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
定
め
、
随
意
契
約
事
務
の

適
正
運
用
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

随
意
契
約
に
は
、
単
数
の
者

よ
り
見
積
書
を
徴
す
る
特
命
随

意
契
約
と
複
数
の
者
よ
り
見
積

書
を
徴
す
る
競
争
見
積
方
式
に

よ
る
随
意
契
約
が
あ
り
ま
す
。

業
務
の
適
正
履
行
確
保
の
た
め
、

資
力
・
信
用
等
の
確
実
な
適
格

業
者
を
契
約
の
相
手
方
と
す
る

た
め
に
特
命
随
意
契
約
を
採
用

す
る
も
の
以
外
は
、
基
本
的
に

２
者
以
上
の
者
か
ら
見
積
書
を

徴
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
例

外
と
し
て
工
事
請
負
に
お
い
て

は
予
定
価
格
30
万
円
以
下
、
工

事
請
負
以
外
に
お
い
て
は
予
定

価
格
20
万
円
以
下
の
場
合
は
１

者
か
ら
の
見
積
り
が
可
能
と
市

財
務
規
則
に
お
い
て
規
定
し
て

い
ま
す
。
財
政
課
発
注
及
び
各

担
当
課
で
行
わ
れ
る
少
額
随
意

契
約
に
お
い
て
も
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
準
じ
て
適
正
に
運
用
さ
れ

て
い
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

市
政
を
知
る
た
め
に

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

荒
井
　
正
議
員

荒
井
　
正
議
員

荒
井
　
正
議
員

地
域
行
政

地
域
行
政

地
域
行
政

　
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

関
係
機
関
と
の
連
携
に
努
め
る

横
山
正
樹
議
員

横
山
正
樹
議
員

横
山
正
樹
議
員

随
意
契

随
意
契
約
の
あ
り
方

あ
り
方

随
意
契
約
の
あ
り
方

　
自
主
運
営
が
基
本
の
た
め

非
常
に
難
し
い
問
題
で
す

田
井
秀
明
議
員

田
井
秀
明
議
員

田
井
秀
明
議
員

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
じ
て

適
正
に
運
用
さ
れ
て
い
る

答

答

答

編
集
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
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市
民
生
活
に
直
結
し
た
重
要
な

問
題
が
審
議
さ
れ
て
い
る
市
議
会

は
誰
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
市
政

へ
の
知
識
を
深
め
、
市
政
を
身
近

に
感
じ
る
た
め
に
も
、
議
会
を
傍

聴
し
て
く
だ
さ
い
。

傍
聴
の
際
は
市
役
所
大
原
庁
舎

４
階
議
会
事
務
局
で
受
付
け
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
傍
聴
人
数
は
、
先
着
順

で
25
名
ま
で
で
す
。

第
２
回
定
例
議
会
日
程︵
予
定
︶

６
月
３
日
㈫
10
時
　
開
会

　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
の
上
程

　
　
５
日
㈭
10
時
　
一
般
質
問

　
　
10
日
㈫
10
時
　
議
案
質
疑

　
　
12
日
㈭
９
時
　
委
員
会

　
　
13
日
㈮
９
時
　
委
員
会

　
　
20
日
㈮
10
時
　
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
審
議

　
　
　
　
　
　
　
　
閉
会


